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1. 目的 

 

 石炭灰再生材の1つであるアッシュクリート（以下、AC）による環境再生実証試験として、平成28年1月に岸和
田貯木場内にアッシュクリートを設置し、以降、AC設置箇所（以下、試験区）および比較対照のための調査箇
所3箇所（以下、対照区1～3）において以下の3項目について確認を行ってきた。 

  ①石炭灰およびセメント由来の重金属の溶出がないこと 

  ②底泥から溶出する硫化物等の吸着による水質・底泥改善効果 

  ③生物生息環境の改善効果 

 平成29年度までの調査の結果、上記①については重金属等の有害物質の溶出がないことを確認できている
ものの、②・③については効果の定量的な評価が困難な状況となっている。一方、対照区3は他地点に比べて
底層が貧酸素化する傾向がみられたことから、生物に対する毒性が高い硫化水素や富栄養化の要因となり得
るリン等が、海底堆積物を通じて溶出しやすい環境にあるものと推察した。このことから、上記のACによる環境
改善効果を確認・検証するためには、対照区3の周辺域が調査地点としてより適している可能性があると考えた。 

 そこで平成30年度については、上記①については平成27～29年度までに設定した試験区および対照区1に
てモニタリングを継続するとともに、対照区3周辺に新たな試験区画を設定し、調査方法を改善した上で②・③
について調査を行うよう計画している。対照区2については調査対象地点から除外する。 

2-2. 区画③～⑦イメージ図 

2. 調査位置図 

 

2-1. 概略図 

H27-29年度：対照区3 

H30年度：区画⑦として過年度から引き続き水質・底質
調査、底生生物調査を実施 

H30年度：新たに区画③～⑥を設置し、下記の調査を
実施。 

区画③：直上・間隙水を採取し、水質・底質改善効果
を確認 

区画④～⑥：底性生物を採取し、生物生息環境の改善
効果を確認 

H27-29年度：対照区2 

H30年度：調査対象地点から除外 

H27-29年度：対照区1 

H30年度：区画②として、引き続き水質調査（有害
物質項目のみ）を実施 

H27-29年度：試験区 

H30年度：区画①として、引き続き水質調査（有害
物質項目のみ）を実施 

区画③：直上水・間隙水採取区画（9～12月調査用）
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区画④：底生生物採取区画（10月調査用） 区画⑤：底生生物採取区画（11月調査用）
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区画⑥：底生生物採取区画（12月調査用）
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5m程度

　【凡例】●：AC区　●：砂利区　●：対照区（海底堆積物区または原地盤区）

区画③～⑥周辺の環境を代表する地点
として、過年度から引き続き水底質およ
び底生生物の現況を監視（区画③～⑥

の調査時期に合わせ試料を採取）
   5m程度

　　1.5～2m程度

   1.5～2m程度

注１：区画③のAC区と砂利区では９月に設置した試験容器は12月まで固定（定期的に間隙水採取）、

区画⑦（H27-29年度までの

対照区３）周辺の様子

3. 調査計画 

 

3-1. 石炭灰およびセメント由来の重金属の溶出がないことの確認 

【区画①】

【区画②】

10月と12月に下記の調査を実施

1) 水質計を用いて上層と下層で水質測定

（測定項目：水深、水温、塩分、pH、DO、ORP）

2) 採水器を用いて上層と下層から採水、

有害物質項目について分析

（分析項目：ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、六価ｸﾛﾑ、ひ素、

総水銀、ｾﾚﾝ、ふっ素、ほう素）

H28年１月から海底堆積物上にACの破砕物を設置中

水質測定

調査方法は区画①と同様

（海底堆積物上にACは設置されていない）

下層からの採水

（上層からはバケツで採水） 水質測定

下層からの採水

（上層からはバケツで採水）
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3-2. 底泥から溶出する硫化物等の吸着による水質・底泥改善効果の確認 

【区画③（AC区、砂利区）】

【区画③（対照区）】

AC（砂利）直上水

AC（砂利）

間隙水

AC（砂利）収容網

※12月調査後ACを撤去

塩ビパイプ等の試験容器

直径30cm×高さ30cm

（上面・底面は開放）
※12月調査後に
試験容器を撤去

シリンジ採水
９月、10月、11月、12月の各月にAC（砂

利）間隙水と直上水をそれぞれ３試料

採取し、pH、S2-、D・PO4-Pを分析。

注：９～12月まで各設定区から繰り返し

試料を採取するため、９月時点で各設
定区とも３箇所設定する。

エアストーン＋
立ち上げ用チューブ

粒状AC又は砂利（敷設厚20cm、敷設量14L、粒径10～20mm程度）

海底堆積物

海底堆積物をアク

リルパイプで採取

９月、10月、11月、12月の各月に直

上水と海底堆積物をそれぞれ３試料

採取し、pH、S2-、D・PO4-Pを分析。

注：調査毎に海底堆積物の採取箇所

が重複しないように、９月時点で対照

区を12箇所設定しておく。また、海底

堆積物については間隙水を抽出し分

析する。

海底堆積物

直上水

塩ビパイプ等の試験容器

直径30cm×高さ20cm

（上面・底面は開放）
※各月調査毎に
試験容器を撤去

3-3. 生物生息環境の改善効果の確認 

【区画⑦】

海底堆積物の採取

９月、10月、11月、12月に下記調査を実施

1) 水質計を用いて上層と下層で水質測定

（測定項目：水深、水温、塩分、pH、DO、ORP）

2) バケツを用いて上層から採水、水質分析

（分析項目：D・PO4-P）

3) アクリルパイプを用いて海底堆積物を採取、

現場でpH、ORPを測定後、底質分析

（分析項目：粒度組成、乾燥減量、Ｔ-P、

T-S、TOC）

4) アクリルパイプを用い海底堆積物を採取、

生物分析（種類数、個体数、湿重量）

上層からの採水

水質測定

3-4. 水質、底質、底生生物のモニタリング 

【区画④～⑥（AC区、砂利区）】

【区画④～⑥（対照区）】

AC（砂利）収容網

10月（区画④）、11月（区画⑤）、12月
（区画⑥）の各月にAC（砂利）を収容網

ごと３試料採取し、試験材料の中に含
まれる生物（材料表面に付着した生物
も含む）の種類、個体数、湿重量（測定

可能な場合）を分析。

注：調査毎にAC（砂利）を回収するため、

９月時点で10～12月調査用の区画を

設定しておく。

海底堆積物

各調査月毎に収容網

とともにAC（砂利）を回収

海底堆積物

粒状AC又は砂利（敷設厚20cm、敷設量14L、粒径10～20mm程度）

10月（区画④）、11月（区画⑤）、12月
（区画⑥）の各月に、アクリルパイプを

用いて海底堆積物を採取してふるい分
けし、1mm目合のふるい上に残った生
物の種類、個体数、湿重量（測定可能

な場合）を分析。

注：調査毎に海底堆積物を採取するた

め、９月時点で10～12月調査用の区画

を設定しておく。

塩ビパイプ等の試験容器

直径30cm×高さ30cm

（上面・底面は開放）
※各月調査毎に
試験容器を撤去

塩ビパイプ等の試験容器

直径30cm×高さ20cm

（上面・底面は開放）
※各月調査毎に
試験容器を撤去

海底堆積物をアク

リルパイプで採取

4. スケジュール 

項目 区画 分析項目 9月 10月 11月 12月 

有害物質の溶
出有無の確認 

① 現地：水温、塩分、pH、DO、ORP 

室内：カドミウム、鉛、六価クロム、ひ素、総水銀、セレン、
ふっ素、ほう素 

  ○   ○ 

②   ○   ○ 

水質・底質環境
の改善効果の
確認 

③ 

【AC区、砂利区】 

現地：ORP 

室内：pH、S2-、D・PO4-P 

【対照区】 

現地：ORP（小型ORP計を用いて堆積物を直接測定） 

室内：pH、S2-、D・PO4-P。なお、間隙水については、堆積
物から抽出し分析試料とする 

○ ○ ○ ○ 

生物生息環境
の改善効果の
確認 

④ 

室内：生物分析（種類、個体数、湿重量。測定可能な場合
に限る。） 

  ○     

⑤     ○   

⑥       ○ 

水質、底質、底
生生物のモニ
タリング 

⑦ 

【水質分析】 

現地：水温、塩分、pH、DO、ORP 

室内：D・PO4-P（海面下0.1ｍから採取した試料を分析） 

【底質分析】 

現地：pH、ORP 

室内：粒度組成、乾燥減量、T-P、T-S、TOC 

【生物分析】 

室内：種類、個体数、湿重量（測定可能な場合に限る） 

○ ○ ○ ○ 


